この 人のう え をお もうと きに おもわず 力が 入る。 こ 

の 人との くらしに 必要な わずら わ し き 日常生活 も い や 

お ぼっか 

な 交際 も 覚束なき ままに やつ ての けようと おもう。 こ 

の 人の ために はすこし の 恥 は 涙 を 隠しても 忍ぼうと お 

J ) o 

もう 

め あた 

朝夕 見なれ しこの 人、 朝夕な にか しら 眼 新ら しき も 

の を その上に 見出す この 人。 世間で はこの 人 をお とな 

のなかの おとなの ようにい う。 けれども わたしに はこ 

どもに 見える。 という わたし を この 人 はま だ こどもの 

ように 見て なにかと 覚束なが る。 互に 眼 を 瞠^って、 

あらなみ た 

よく ぞ このうき 世の 荒 浪に堪 うるよ と 田 3 う。 



おいおい たがいに 無口に なって、 ときには 無口の 一 

日が 過され る。 けれども 心の つながりの 無い 一 曰で は 

無い。 この 人が 眼で 見よ と 知らす る 庭の 初雪。 この 人 

のき すずめ 

が 耳 かたむける 軒の 雀に この わたし も —— 。 

きそ 

むかし、 いくたりの 青年が、 この 人に 競い 負けて わ 

たしの まわりから 姿を消した ことであろう。 おもえば 

相当に、 罪 を 担うて 居る この 人で ある。 けれども この 

にくし 

人の、 いまの 静けさに 憎み を 返す 人が あろう か。 こ 

の 人の わたし を 庇い 通した 永い 年月 を 他所ながら 眺め 

うらみ 

て その 人達 も 恨 をお さめて 居る に 相違 あるまい。 も 

> J あ 

ういく たりの 児の 父と なって。 もし 逢っても その 人達 



はこの 人に なつかしく 差 出す 手 を 用意して 居る に 相違 

ない。 そういえば わたしと てよ くも この 人 を 庇い 通し 

た —— おもえば 氷 を 水に 溶く 幾年 月。 その 年月に 涙が 

, J ぼれ る。 

和服 を 着せれば 幾日で も おとなしく 和服 を 着て いる。 

洋服 を 着せれば 黙って 洋服 を 着て 居る。 この 人 はまる 

あほう 

で 阿呆の よう だ。 そのく せわた しの 着物に はいろ いろ 

と 世話 を やく。 あらい 柄の もの を わたしが 着さえ すれ 

ば 悦んで 居る。 ときには 少女が 着で もす るよう な 派手 

な 着物 を 買って さえ 来る。 わたし は 訊く 「どうして こ 

んな もの を」 この 人 は 答える 「うちに は 娘が 無い から 
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